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研究者コメント  

静岡大学農学部 特別栄誉教授・河岸洋和 

（かわぎしひろかず） 

「３成分による急性脳症発症機構」は研究の初期に

思いつきました。しかし、動物実験での証明が非常

に難しく長い年月がかかりました。しかし、私の教

え子で博士論文の課題としてこのキノコの研究を開

始した鈴木智大博士（宇都宮大学准教授）の努力に

よって、動物実験でこの説を証明されました。そし

て 2022 年末にその論文を発表しました。この総説は

私たちの 18 年間の研究をまとめたものです。鈴木氏

の献身に深謝いたします。 

   

                                    令和５年９月７日 

文部科学記者会、科学記者会、 

静岡県社会部記者室     御中 
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スギヒラタケ摂取による急性脳症の化学的解明 

― 発症における 3つの成分の関与 ― 
 

静岡大学農学部の河岸洋和特別栄誉教授は、2004 年に発生したスギヒラタケ急性脳症を長年

にわたり研究し、化学的に解明しました。その 18 年間に及ぶ一連の研究成果は、2023 年 7 月 31

日に、日本学士院の発行する国際雑誌「Proceedings of the Japan Academy,Ser. B,Physical 

and Biological」に掲載され、表紙を飾りました。 

 

【研究のポイント】 

・スギヒラタケは、東北、北陸、中部地方を中心に広く食されていた美味なキノコ 

・ところが、2004 年秋に、このキノコの摂取により、急性脳症が発生（死亡例 17） 

・この事件は戦後最悪の食中毒事件 

・その後厚生労働省は研究班を組織したが「原因不明」と結論  

・研究班の班員であった河岸は、その後も研究を継続 

・このキノコから、タンパク質である pleurocybelline（PC）と Pleurocybella porrigens  

lectin（PPL）、低分子である pleurocybellaziridine（PA）の 3つの物質を発見 

・この３つの成分がこの脳症の発症に関与することを動物実験で証明 

 

 スギヒラタケ（Pleurocybella porrigens）は日本で広く食されていましたが、2004 年秋、日

本でこのキノコの摂取による急性脳症が発生し 17 名の患者が亡くなりました。河岸らは、この

急性脳症の発症機構を化学的に明らかにするために、キノコの研究を続けてきました。その結

果、タンパク質である pleurocybelline（PC）と Pleurocybella porrigens lectin（PPL）、低

分子である pleurocybellaziridine（PA）の 3つの物質を発見しました。そして、「３成分によ

る急性脳症発症機構」を提唱しました。すなわち、PCと PPL が複合体を形成することによって

タンパク質分解酵素活性を示し、血液-脳関門を破壊し、PAによって、このキノコによる特異な

症状を惹起することを動物実験などで明らかにしたのです。 

この事件は戦後最悪の食中毒事件と言われています。そして、３つもの物質が毒性に関与す

る食中毒例はこれまで見受けられません。今後、起こるかもしれない前例の無い食中毒の解明

のためのモデルケースになると期待されます。 
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【研究概要】 

スギヒラタケ（Pleurocybella porrigens）は日本で広く食されていたが、2004 年秋、日本でこ

のキノコの摂取による急性脳症が発生し 17 名の患者が亡くなった。私たちは、この急性脳症の発

症機構を化学的に明らかにするために、キノコの研究を続けてきた。その結果、タンパク質であ

る pleurocybelline（PC）と Pleurocybella porrigens lectin（PPL）、低分子である

pleurocybellaziridine（PA）の 3つの物質を発見しました。そして、「３成分による急性脳症発

症機構」を提唱し、実証しました。すなわち、PCと PPLが複合体を形成することによってタンパ

ク質分解酵素活性を示し、血液-脳関門を破壊し、低分子である PAによって、このキノコによる

特異な症状を惹起することを動物実験などで明らかにしたのです。 

 

【研究背景】 

スギヒラタケ（Pleurocybella porrigens）は日本で広く食されていましたが、2004 年秋、日本

でこのキノコの摂取による急性脳症が報告された。厚生労働省は研究班を組織したが「原因不

明」と結論した。この研究班の班員であった河岸は、その後も農林水産省レギュラトリーサイエ

ンス新技術開発事業や科研費基盤研究 Aなどの研究代表者として遂行していた。 

 

【研究の成果】 

このキノコから、タンパク質である pleurocybelline（PC）と Pleurocybella porrigens 

lectin（PPL）、低分子である pleurocybellaziridine（PA）の 3つの物質を見出した。そして、PC

と PPL が複合体を形成することによってタンパク質分解酵素活性を示し、血液-脳関門を破壊し、

低分子である PAによって、このキノコによる特異な症状を惹起する、という「３成分による急性

脳症発症機構」を提唱した。これらの結果は 8報の論文にまとめた。８報のうち動物実験を中心

とした最後の論文は本学ホームページで既に紹介されている。 

https://www.shizuoka.ac.jp/news/detail.html?CN=8742 

 

【今後の展望と波及効果】 

この事件は戦後最悪の食中毒事件と言われている。そして、３つもの物質が毒性に関与する例

は見受けられない。今後、起こるかもしれない前例の無い食中毒の解明のためのモデルケースに

なるかもしれない。 

 

【論文情報】 

掲載誌名: Proc. Jpn. Acad., Ser. B, 99(7), 191–197 (2023) 

論文タイトル: Chemical elucidation of acute encephalopathy by ingestion of angel-wing 

mushroom (Pleurocybella porrigens) – involvement of three constituents in onset – 

著者: Hirokazu Kawagishi  

DOI:  https://doi.org/10.2183/pjab.99.012 

 

【研究助成】 

農林水産省レギュラトリーサイエンス新技術開発事業 「キノコ中の急性脳症原因物質の特定と発

症機序の解明及び検出法の開発」 

科学研究費・基盤研究Ａ「キノコによる急性脳症発症の分子機構解」 

 

【用語説明】 

スギヒラタケ： 学名 Pleurocybella porrigens、スギヒラタケ属は一属一種である。 

キシメジ科スギヒラタケ属のキノコの一種であり、スギワカイ、スギワケ、スギカヌカ、スギカ

ノカ、スギモタシ、スギミミ、スギナバ、シラフサ、ミミゴケ、オワケなど地方により様々な俗

称がある。  

 

 

 

 



 

【問い合わせ先】 

(研究に関すること) 

静岡大学農学部 

特別栄誉教授・河岸洋和 (かわぎしひろかず) 

TEL : 054-238-4885  E-mail : kawagishi.hirokazu@shizuoka.ac.jp  

 

(報道に関すること) 

静岡大学 広報・基金課 

TEL : 054-238-5179  E-mail : koho_all@adb.shizuoka.ac.jp  


